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１．組織の概要

【事業所名】

【代表者氏名】

【所在地】 （本社）〒786-0084　高知県高岡郡四万十町東川角甲596

（倉庫）〒786-0084　高知県高岡郡四万十町東川角甲642-7

環境管理責任者氏名   　谷脇通子

連絡先担当者　　　　　工事主任主任技術者 佐竹茂幸

連絡先 ＴＥＬ： 0880-22-2325

ＦＡＸ： 0880-22-3953

Ｅ－ｍａｉｌ： tanikou@shimanto.tv

【事業内容】

建設業

建設業許可 高知県知事   （般-1）1544

許可年月日

許可の有効期限 令和　2年　3月　28日～令和　7年　3月　27日

【事業規模】

設立年月日 昭和　49年　1月　22日

資本金 1000万円

売上高
Ｒ.2.1.1～
Ｒ.2.12.31

Ｒ.3.1.1～
Ｒ.3.12.31

Ｒ.4.1.1～
Ｒ.4.12.31

売上高 （千円） 52,227 46,276 50,075

従業員数 （名） 8名 8名 8名

事務所床面積 （ｍ2） 60 60 60

倉庫床面積 （ｍ2） 180 180 180

資材置場面積 （ｍ2） 800 800 800

従業員数・8名 （令和4年12月31日現在）

会計年度 1月1日　～12月31日
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令和　2年　3月　28日

有限会社　　  谷脇興業

【環境管理責任者氏名及び担当者連絡先】

（土木工事業、　とび・土工工事業、　石工事業、　造園工事業）

代表取締役　　杉本　守



２．対象範囲（認証・登録範囲）、レポートの対象期間及び発行日

【対象範囲】

(本社）高知県高岡郡四万十町東川角甲596

(倉庫）高知県高岡郡四万十町東川角甲642-7

【対象事業】

【レポートの対象期間】

令和 4年　1月～　令和　4年　12月

                                                      

【環境経営レポートの発行日】

令和　5年   4 月   10 日

【作成責任者】

環境管理責任者　      谷脇通子
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建設業（土木工事業、とび.土工工事業、石工事業、造園工事業）

有限会社　谷脇興業



対象となる持続可能な開発目標（SDGs）範囲

ＳＤＧｓＮＯ． 項目 当社対象有無 　　　　　備　　考

1 貧困をなくそう オーガニック

2 飢餓をゼロに オーガニック、フェアトレード

3 すべての人に健康と福祉を 高齢者雇用

4 質の高い教育をみんなに 環境教育の実施

5 ジェンダー平等を実現しよう 障害者雇用

6 安全な水とトイレをを世界中に 水道使用、節水、雨水利用

7 エネルギーをみんなにそしてクリーンに 再生可能エネルギー使用

8 働きがいも経済成長も 高齢者雇用、障害者雇用

9 産業と技術革新の基礎をつくろう 低燃費、長寿命化、環境負荷低減

10 人や国の不平等をなくそう 高齢者雇用、障害者雇用

11 住み続けられるまちづくりを ○ ＣＯ2 削減、エコドライブ

12 つくる責任つかう責任 ○ コピー用紙削減、環境配慮工事

13 気候変動に具体的な対策を ○ ＣＯ2 削減、省エネ、環境配慮工事

14 海の豊かさを守ろう 下水道、排水処理の場合

15 陸の豊かさも守ろう 緑化、植林、社有林の保全

16 平和と公正をすべての人に 寄付、環境教育

17 パートナーシップで目標を達成しよう 寄付、環境教育



3.環境経営方針

します。

1 具体的に次のことに取り組みます。

3）水資源の節約に努めます。

4）環境に配慮した工事を行います。

5）建設工事の施工に当たっては、四万十川条例に基ずき、流域の生態系保存に努めます。

6）事務用品のグリーン購入を推進します。

7）環境関連法規及び条例等を遵守します。

8）環境経営方針は広く従業員に周知徹底します。

9）環境経営活動レポート等環境情報について広く外部公表いたします。

制定日 令和　3年　8月　1日

有限会社　谷脇興業

代表取締役 杉本　守
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1）電力.自動車及び重機燃料の消費に伴う二酸化炭素排出量の削減に努めます。

2）建設資材の省資源、廃棄物の3R（削減、再使用、再生利用）の推進に努めます。

【環境経営理念】

【基本方針】

　有限会社谷脇興業は、高知県高岡郡四万十町で土木工事を主体とする建設業を営んでいます。

事業活動に於いて、社員一丸となって環境負荷低減を行い、継続的な改善による環境経営を推進
自然豊かな四万十川流域で建設業に携わる一員として、次世代以降の環境保全を図っていく為



４．環境管理組織体制

環境管理システム　　役割・責任・権限表

役割・責任・権限
・環境経営に関する統括責任

代表者 ・環境経営システムの実施に必要な、人・設備・費用・時間・技能・技術を準備

・環境管理責任者を任命

（代表取締役） ・環境経営方針の策定・見直し及び全従業員へ周知　

・環境経営目標・環境経営計画・環境管理組織体制の確認

・全体の評価と見直しを実施

・環境経営レポートの承認

・環境経営システムの構築、実施、管理

環境管理責任者 ・環境関連法規等の取りまとめ票を承認

・環境経営目標・環境経営計画・環境管理組織体制の確認

・環境活動の取組結果を代表者へ報告

・環境経営レポートの確認

・環境管理責任者の補佐

環境事務局 ・環境への負荷のチェック及び環境への取組の自己チェックの実施

・環境関連法規等とりまとめ表の作成

・環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施

・環境活動の取組結果を代表者へ報告実績集計

・環境経営活動レポートの作成、公開（事務所に備付と地域事務局への送付）

・現場における環境経営システムの実施

現場責任者 ・現場における環境方針の周知

・現場の従業員に教育訓練の実施

・現場の問題点の発見、是正、予防処置

・環境経営方針の理解と環境への取組の重要性を自覚

全従業員 ・決められたことを守り、自主的、積極的に環境への参加
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細木　利彦

山下　広幸

環境事務局
谷脇通子

工務部門

弘瀬　徳直
大野　雄蔵

山中　孝博

倉庫管理責任者
谷脇　剛

代表者
代表取締役　杉本　守

環境管理責任者　　　
取締役　谷脇通子

佐竹　茂幸



5.環境経営目標

（１）単年度目標

(令和.4.1－令和.4.12）

一般（㎏）

産業（t）

※購入電力のCO2排出係数は平成30年12月27日公表の四国電力の調整後排出係数0.535㎏-ＣＯ2/ｋＷｈを使用した。

※グリーン購入量は、製品購入金額全体に対する環境商品の購入金額割合（％）

※環境負荷の少ない工事

〇 低騒音．排出ガス対策型重機の使用

〇 工事中の騒音・振動防止対策実施

〇 型枠、工事看板への間伐材の使用

〇 濁水防止対策の実施

※化学物質の使用がないため、化学物質使用量削減目標は設定していない。

（２）中長期目標

一般（㎏）

産業（t）
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グリーン購入量　（％） 55 60 61 62

環境負荷の少ない工事件数（件） 20件/20件 全件 全件 全件

産業廃棄物再資源化率（％） 100 98 98.0 98.0

100.2 95.2 94.2 93

ＣＯ2 発生量　（ｋｇ-CO2） 45,324.2 43,103 42,671 42,244

用水使用量　　　（ｍ
3
）

廃棄物発生量（ｔ）
22.7 21.5 21.3 21

176.0 167.0 165.0 1,633

燃料使用量　　　　（ℓ） 16,557.0 15,744 15,586 15,430

電力使用量　　　（kWh） 6,263.0 5,956 5,896 5,837

Ｈ30年度 Ｒ5年度 Ｒ6年度 Ｒ7年度

項　　目 実績（基準年） 目標 目標 目標

環境負荷の少ない工事件数（件） 20件/20件 全件

グリーン購入量　 （％） 55 59

産業廃棄物再資源化率 （％） 100 100

廃棄物発生量（ｔ）
22.7 21.8

100.2 96.2

ＣＯ2 発生量 　（ｋｇ-CO2） 45,324.2 43,538.0

用水使用量　　　（ｍ
3
） 176.0 168.0

電力使用量　　　（kWh） 6,263.0 6,016.0

燃料使用量　　　　（ℓ） 16,557.0 15,904.0

項　　目

基準年 Ｒ4年度

H.30.1-H.30.12 Ｒ.4.1-Ｒ.4.12

目標



6.環境経営計画 （令和4年度）
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用水使用量削減
（排水量削減）

日常節水の励行 谷脇

ミスプリント、裏紙使用の実地

両面コピーの推進廃棄物排出量削減

一般廃棄物

産業廃棄物 マニフェスト伝票による管理 谷脇

谷脇

CO2排出量削減

期間：　令和　4年 1月　～　令和　4年　12月

項目 活動内容 責任者

燃料使用量削減

電力使用量削減

エアコンの適切な温度設定とフィルターの掃除(温
度設定夏場28℃・冬場20℃）

タイヤの空気圧点検 佐竹

乗り合わせによる移動 佐竹

重機・車両アイドリングストップ 佐竹

不要時の消灯 谷脇

谷脇

パソコンの電源はこまめに切る。
（オートストップ）

谷脇

現場でのゴミの持ち帰りと分別の徹底 谷脇　剛

谷脇

コンガラ、アスコンガラの再資源化 佐竹

環境負荷の少ない工事実施

低騒音、排出ガス対策型重機の使用 佐竹

型枠、工事看板への間伐材の使用

グリーン購入

エコマーク、グリーンマーク商品の購入推進

リサイクル製品の使用推進

工事中の騒音・振動防止対策 佐竹

　　　　谷脇　　　

詰替え商品の購入

佐竹

濁水防止対策の実施 佐竹



7．環境経営目標の実績

1・ 本年度実績

〇

〇

〇

○

（㎏） ×

（ｔ） ×

〇

○

※購入電力のCO2排出係数は平成30年12月27日公表の四国電力の調整後排出係数0.535㎏-ＣＯ2/ｋＷｈを使用した。

※グリーン購入量は、製品購入金額全体に対する環境商品の購入金額割合（％）

※環境に配慮した工事は、県内産資材の使用、低騒音・排出ガス対策型重機の使用、型枠・工事看板の間伐材使用

　　濁水防止対策対策の実施。

○　環境目標達成理由

※　　電気・燃料・の使用量が目標達成でき、ＣＯ２排出量も少なく、重機・車両もアイドリングストップ、

　　　従業員も乗合せによる移動をした為だと思います。

○　環境目標未達成理由

※　一般廃棄物については、仕入れ材料に紙屑梱包が多かった為だと思います。　

2・ 過去の実績

燃料使用量 （ℓ）

電力使用量 （ｋＷｈ）

CO2排出量 （ｋｇ-CO2）

用水使用量 （ｍ3）

一般(㎏）

産業（ｔ）

グリーン購入量　（％）

産業廃棄物再資源化率（％）
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実績

令和1年度

環境負荷の少ない工事件数
（件）

55

100

147.0

100

38,284.0

平成３０年

60

100

18件/18件 38件/38件

5,552.00

30,368.8

電力使用量　　　　（kWh）

グリーン購入量       (%)

環境負荷の少ない工事件数（件）

ＣＯ2 排出量　 ( kg-CO2 ) 45,324.2

6,263

176

22.7

基準年
項　　　　　目

燃料使用量　　　　　（ℓ）

廃棄物排出量
一般

産業

16,557.0

産業廃棄物再資源化率　（％）

用水使用量           (m
3
) 80.0%

Ｈ30年度

100.0%

30,368.8

100.2

35.3

81

100

12件/12件20件/20件

100.2

6,263

45,324.2

176

55

100

廃棄物排出量

実績

16,557.0 10,433.1

22.7

8,909

評価

96.2

69.0%1,096.36

70.0%

78.5

55

33.2

54.6 96.31

49.0

63.4

25件/25件

100

40.6 33.4

135.0

令和4年度

実績

10,969.36

6,010.0

38件/38件

実績

290.0%

令和3年度

49

100

100%

29,142.2

〇

174.0 144

25,453.0

20件/20件

実績

13,088

6,190.0 6,144

令和2年度

全件

6,016.0

目標

100

168.0

5,552.0

100

63.4

96.31

実績値/目標値
実績

Ｒ4.1-Ｒ4.12

83.0%

92.0%

21.8

59

43,538.0

令和4年度令和4年度

Ｒ4.1-Ｒ4.12

15,904.0

135.0



8．環境経営計画の取組結果とその評価

評価基準 ◎ 十分できている ○ ほぼできている △ 未だ不十分 ×できていない

評価

エコ安全ドライブ　（急発進・急停止の禁止・アイドリングストップ） 〇 今後も継続。

△ 3ヶ月に1回点検するよう、今後も継続

〇

〇

○ 温度管理（夏場28℃・冬場20℃）

〇 事務所・倉庫ともにできているので継続

○ 今後も継続。

〇

〇 今後も継続。

〇 今後も継続。

〇 今後も継続。

△ 今後も購入予定。

△ 今後も購入予定。

〇

〇 今後も継続。

〇 今後も継続。

〇 今後も継続。
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期間：　　令和　4年　1月　～令和　4年　12月

項目 見直し活動内容の結果

エアコンの定期的な掃除をしている

パソコンの電源はこまめに切る

引続きペットボトルは公共のリサイクルにもっていく。

今後も継続。

用水使用量削減
（排水量削減）

CO2排出量
削減

燃料使用量
削減

電力使用量
削減

タイヤの空気圧チエックを定期的に行う

乗り合わせによる移動 今後も継続。

不要時の消灯

日常節水の励行

工事中の騒音・振動防止対策

リース機械も低騒音・排出ガス対策型使用

ミスプリンﾄの、裏紙使用している

文書等は両面コピーしている

グリーン購入

詰替え商品を購入している

低騒音・排出ガス対策型重機使用（所有機械）

型枠、工事看板への間伐材の使用

濁水防止対策の実施（沈殿池設置）

環境負荷の少ない工事実施

エコマーク、グリーンマーク商品を購入している

廃棄物削減

（一般廃棄物）

（産業廃棄物） コンクリート・ｱｽｺﾝガラの再資源化（マニフェストにより管理している）

現場からのごみの持ち帰りと分別処理ができている



9.次年度の環境経営目標

（１）単年度目標 令和5年度

ガソリン

軽油

灯油 242.0

電力使用量　　　（kWh）

ＣＯ2 発生量 　（ｋｇ-CO2）

用水使用量　　　（ｍ
3
）

一般（㎏）

産業（t）

※購入電力のCO2排出係数は平成30年12月27日公表の四国電力の調整後排出係数0.535㎏-ＣＯ2/ｋＷｈを使用した。

※グリーン購入は、製品購入額全体に対する環境商品の購入金額割合（％）

※環境負荷の少ない工事

〇 低騒音．排出ガス対策型重機の使用

〇 工事中の騒音・振動防止対策実施

〇 型枠、工事看板への間伐材の使用

〇 濁水防止対策の実施

（２）中長期目標

項目

ガソリン

軽油

灯油

電力使用量　　　（kWh）

ＣＯ2 発生量　（ｋｇ-CO2）

用水使用量　　（ｍ3）

一般（㎏）

産業（t）

グリーン購入量　（％）

産業廃棄物再資源化率（％）

環境負荷の少ない工事件数（件）
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廃棄物発生量（ｔ）
63.4 62.8

96.3 95.3

グリーン購入量　 （％）

30,368.8

135.0 133.7

129.7

61.0

92.5

29,171

廃棄物発生量　（ｔ）

燃料使用量　（ℓ）

3,387.26

7,340.1

59.0

100

産業廃棄物再資源化率 （％） 100 100

環境負荷の少ない工事件数（件） 20件/20件 全件

232.4

5,945.9

3,286.7

7,122.0

234.8

6,006.0

55.0

55.0 56.0

3,387.26 3,353.4

7,340.1 7,266.7

6,190.0 6,128

239.6

30,065

項　　目

基準年 Ｒ5年度

Ｒ.4.1-Ｒ.4・12 Ｒ.5.1～Ｒ.5.12

目標

（令和5.1～令和5.12）

100

基準年 目標

132.4

62.2

94.3

57.0

100

242

6,190.0

39,076.4

174

63.4

96.31

燃料使用量　　（ℓ）

Ｒ6年度 Ｒ7年度Ｒ4年度 Ｒ8年度

全件全件全件20件/20件

131

100

29,466

61.6

93.4

58.0

3,319.9

7,194.0

237.2

6,066.7

29,764

目標 目標

3,253.8

7,050.8



10.次年度の環境経営計画 　　（ 令和5年度）
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期間：　令和　5年 1月　～　令和　5年　12月

項目 活動内容 責任者 期間

5.1～5.12

不要時の消灯。 谷脇

燃料使用量削減

タイヤの空気圧点検 佐竹 5.1～5.12

乗り合わせによる移動 佐竹

廃棄物排出量

削減

一般廃棄物 現場でのゴミの持ち帰りと分別の徹底。 谷脇　剛 5.1～5.12

ミスプリント、裏紙使用の実地。 谷脇 5.1～5.12

両面コピーの推進。 谷脇 5.1～5.12

産業廃棄物 産業廃棄物はできるだけリサイクル業者に委託する。 佐竹

コンガラ、アスガラの再資源化。 佐竹

5.1～5.12

用水使用量削減
（排水量削減）

日常節水の励行。 谷脇 5.1～5.12

CO2排出量削減

5.1～5.12

エコ安全ドライブ 佐竹 5.1～5.12

電力使用量削減

エアコンの適切な温度設定とフィルターの掃除
(温度設定夏場28℃・冬場20℃）

谷脇 5.1～5.12

パソコンの電源はこまめに切る。
（オートストップ）

谷脇

グリーン購入

エコマーク、グリーンマーク商品の購入推進。　　　　谷脇　　　5.1～5.12

詰替え商品の購入。 　　　　谷脇　　　5.1～5.12

再生コピー用紙を購入する。 　　　　谷脇　　　5.1～5.12

環境負荷の少ない工事実施

低騒音、排出ガス対策型重機の使用。 佐竹 5.1～5.12

型枠、工事看板への間伐材の使用。 佐竹 5.1～5.12

濁水防止対策の実施。 佐竹 5.1～5.12

5.1～5.12

工事中の騒音・振動防止対策。 佐竹 5.1～5.12

5.1～5.12



11・環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無

（１）環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果

産業廃棄物の事業者の処理
産業廃棄物の委託契約

遵守

遵守

遵守 〃

遵守 〃

（2）結果環境関連法規等の違反、訴訟等の有無

　　　 　令和4年１月1日より令和4年12月までの間、環境関連法規等の違反、訴訟及び外部からの苦情、要望は

ありませんでした。

尚、過去3年間環境関連法規等の違反、訴訟及び外部からの苦情、要望等はありませんでした。
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遵守

遵守

遵守

遵守

遵守状
況

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

必要時

規則第8条

事業活動に伴って生じた廃棄物を自らの責任

必要時

現場
担当
者

四万十町の豊かな自然と良好な自然を守り、未来
へと引き継ぐ為、良好な景観の形成を資する。

３ケ月１回機器の所有者（管理者）によるフロン漏えい点検

第14条 特定建設作業の届出（工事開始7日前までに市町村
町に届出）

産業廃棄物収集運搬業の都道府県知事の許可
（5年毎に更新）

谷脇

保管場所の表示　見易い箇所に表示看板設置
（縦60㎝以上×横60㎝以上）

現場
担当
者

第１２条

具体的内容

マニフェスト交付状況報告書の作成及び高知県知
事への提出

谷脇 ６月末

資源有効利用
促進法

第４条
土砂、コンクリート塊、アスファルト、コンク

リート塊、木材等の減量化及びリサイクル
谷脇

第14条

法規名 適用条項
点検頻度
測定時期

担当者

廃棄物処理法

工事毎

第３条

第１２条の三
の7項

事業者の責務

谷脇 工事毎

産業廃棄物管理票（マニフェスト）の交付第１２条の三 谷脇

谷脇 工事毎

において適正に処理

工事毎

高知県四万十
川の保全及び
流域の振興に
関する基本条

例

第7節 谷脇 工事毎

工事毎

四万十川流域おける事業について、計画、実施及
び管理の各段階ごとに生態系及び景観の保全への

配慮を適切に行う。

四万十町景観
条例

四万十町

フロン排出
抑制法

確認日

R5.1.31

〃

〃

〃

工事毎

第17条

工事毎

〃

〃

第9条

第12条

第16条

発注者への計画等説明書と完了報告書による計画等説明

分別解体の促進

〃

〃

〃

現場
担当
者

工事毎

〃

騒音規制法 第14条

現場
担当
者

建設リサイク
ル法

特定建設作業の届出（工事開始7日前までに市町村
町に届出）

谷脇

現場
担当
者

再資源化の推進

振動規制法



12.代表者による全体評価と見直しの結果

1.環境経営目標の達成

項　目 達成状況 内　容

CO2排出量削減 〇 目標が達成できました。

排水量削減 ○ 目標が達成できました。

廃棄物排出量削減 ×

産業廃棄物再資源化向上 〇 目標が達成できました。。

グリーン購入推進 〇 目標が達成できました。

2.環境経営計画の実施及び運用結果

項　目 運用結果 内　容

CO2排出量削減 〇 環境経営計画は現状のままで良いと思います。

排水量削減 ○ 環境経営計画は現状のままで良いと思います。

産業廃棄物排出量削減 〇 環境経営計画は現状のままで良いと思います。

環境負荷の少ない工事 ○ 環境経営計画は現状のままで良いと思います。

グリーン購入推進 △ 環境経営計画は現状のままで良いと思います。

3.環境関連法規等の遵守状況

環境関連法規への違反、訴訟等はありません。

4.是正・予防処置の状況

ありません。

5.外部からの苦情・要望

外部からの苦情、要望はありません。

6.前回までの社長の指示事項への取組。

社長からの指示事項はありません。

7.その他

ありません

● 代表者の評価と見直し

項　　目 評価・見直し

環境経営方針

改善の必要性 　　無   　　　改善期日　年　月　 日

環境経営目標

改善の必要性 　　無  　　　改善期日　年　月　 日

環境経営計画

改善の必要性 　　無　　　改善期日　　年　月　 日

実施体制

改善の必要性 　　無　　　改善期日　　年　月　 日

その他

改善の必要性　 　無　　　改善期日　 　年　月　 日

● 社長の評価と見直し

　令和4年度は燃料使用量、ＣＯ２排出量は目標値を達成できました。

令和5年度も、教育訓練を行い社員の意識向上をはかり、建設業のあらゆる分野で環境に配慮した活動を

進めていきたいと思います。

代表者承認
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令和5年4月1日

一般廃棄物に追いては目標が達
成できませんでした。

杉本　守

　現状では十分な成果が得られたとは判断できる為、環境方針は変更せずに継続実施するこ
と。

今後も引き続き継続していくこと。

今後も社員全員に環境活動計画を徹底させること。

　当社の環境マネジメントシステムは有効に機能しているが、今後必要があれば改善してい
く。

今後も引き続き継続していくこと。



（意識向上の為表示）

（ごみの分別） （ペットボトルキャップ収集）
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社内取組活動

13.環境活動取組状況

現場周辺農道整備工事

(施工状況）



14.地域貢献活動

1.自然保護団体への支援

２.環境イベント支援

2022年4月～2023年3月

土木の日（国道ガードレールみがき）
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支援年支援団体

ロードボランテイア　

支援内容

ヤイロチョウの森
ネイチャーセンター

2023年

支援イベント名 支援年

公益法人　生態系
トラスト協会

ヤイロチョウの森
ネイチャーセンター

2022年

ヤイロチョウの森
ネイチャーセンター

2023年4月16日

2023年6月4日

2022年11月18日

四万十川一斉清掃（ダンプ派遣）

四万十町内一斉清掃（ダンプ派遣）

2021年

公益法人　生態系
トラスト協会

公益法人　生態系
トラスト協会


